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 １ 小田原市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンの位置づけ 

 急速に進行する人口減少と少子高齢化の進展に的確に対応し、問題を克服するため、「まち・ひ

と・しごと創生法」が2014年（平成26年）11月28日に制定され、人口の展望を示した「長期ビジョ

ン」と、解決の道筋を示した「総合戦略」が同年、12月27日に閣議決定されました。 

 人口減少と少子高齢化の問題は、地方自治体にとっても、地域経済の停滞や地域の担い手不足など

を招く非常に大きな問題です。 

 本市としてもこの問題を重く受け止め、諸問題の解決に取り組むため、国の総合戦略の趣旨を勘案

し、地域の特性を踏まえた上で、官民一体となって小田原市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン及

び小田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定するものです。 

 小田原市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンは、本市における人口の現状や将来の人口動態等を

分析し、人口減少・少子高齢化問題に関する認識の共有を図るとともに、問題の解決を図るための戦

略である小田原市まち・ひと・しごと創生総合戦略の策定に生かすことを目的としています。 

 ２ 小田原市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンの対象期間 

 小田原市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンの対象期間は、国立社会保障・人口問題研究所（以

下、社人研と表記）の推計期間である2040年（平成52年）までとします。  

 ３ 国の長期ビジョン 

 国の長期ビジョンは、日本の人口の現状と将来の姿を示し、人口減少をめぐる問題に関する国民の

認識の共有を目指すとともに、今後、目指すべき将来の方向を提示することを目的として策定しまし

た。 

（１） 長期ビジョンの趣旨 

 国は、「人口減少時代」の到来と言う基本認識に立ち、次の３つの基本的視点から人口減少への対

応に取り組むとしています。 

①東京一極集中の是正 

 地方から東京圏への人口流出（特に若い世代）に歯止めをかけ、東京一極集中を是正する。これに

より、地方に住み、働き、豊かな生活を実現したい人々の希望を実現するとともに、東京圏の活力の

維持・向上を図りつつ、過密化・人口集中を軽減し、快適かつ安全・安心な環境を実現する。 

②若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現 

 人口減少を克服するため、若い世代が安心して働き、希望通り結婚・出産・子育てをすることがで

きる社会経済環境を実現する。 

③地域の特性に即した地域課題の解決 

 中山間地域等、地方都市とその近隣及び大都市圏において、人口減少に伴う地域の変化に柔軟に対

応し、地域の特性に即して、地域が抱える課題の解決に取り組む。 

 目指すべき将来の方向としては、将来にわたって「活力ある日本社会」を維持することを掲げ、人

口減少に歯止めをかけるべく、地方への移住の希望や、若い世代の就労・結婚・子育ての希望を実現

することに全力を注ぐとしています。 
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国による人口分析 

○ 2008年（平成20年）に始まった人口減少は今後加速度的に進みます。 

○ 人口の年齢構造をピラミッドに表すと、各年代の社会情勢の影響をうけた出生と死亡の変動が明

らかに刻まれています。戦後の1947～1949年（昭和22～24年）生まれの団塊の世代と1971～1974

年（昭和46～49年）生まれの団塊ジュニアの2つのふくらみが特徴的であり、その後は出生数の減

少でピラミッドのすそは年々狭まっています。 

○ 社人研「日本の将来推計人口(平成24年1月推計）」（出生中位（死亡中位））によると、2060年

（平成72年）の総人口は約8,700万人まで減少すると見通されています。 

○ 仮に、合計特殊出生率が2030年（平成42年）に1.8程度、2040年（平成52年）に2.07程度（2020年

には1.6程度）まで上昇すると、2060年（平成72年）の人口は約1億200万人となり、長期的には

9,000万人程度でおおむね安定的に推移するものと推計されます。 

（２） 

（注）実績は、総務省統計局「国勢調査」等による（各年10月1日現在の人口）。社人研「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」は出生中位（死亡中 

  位）の仮定による。2110～2160年の点線は2110年までの仮定等をもとに、まち・ひと・しごと創生本部事務局において機械的に延長したものである。 
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 ４ 小田原市の人口の現状分析 

総人口の推移 

※1971～2015年（昭和46年～平成27年）は市統計月報より。（各年10月時点） 

※2015年（平成27年）以降5年ごとの数字は社人研「日本の地域別将来人口推計（平成25年3月推計）」 

※小田原市の人口がピークとなったのは、1999年8月1日の200,695人。 

人口（人） 

（年） 

 1971年（昭和46年）に旧橘町が合併し、現在の市域になってから現在までの総人口の推移と2040年

（平成52年）までの将来推計をグラフに示します。 

○ 小田原市の総人口は、1999年（平成11年）の200,695人をピークに漸減しています。 

○ 社人研の推計によると、小田原市の総人口は減少を続け、2040年（平成52年）には158,299人とな

ります。 

1999年、200,692人がピーク（各年10月1日時点で比較した場合） 

2001年、200,000人を割り込む 

2040年、158,299人まで 

減少すると推計されている 

（１） 
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年齢３区分別人口の推移と将来推計 

人口（人） 

（年） 

 1971年（昭和46年）に現在の市域になってから現在、将来にわたる年齢３区分別人口の動向を分析し

ます。なお、表中の年少人口とは、年齢が14歳以下の人口、生産年齢人口とは、年齢が15～64歳の人

口、老年人口とは、年齢が65歳以上の人口をいう。 

○ 生産年齢人口は、2000年（平成12年）頃をピークに、近年は減少傾向です。 

○ 1975年（昭和50年）以降、年少人口は一貫して減少傾向。一方、老年人口は一貫して増加傾向です。 

（２） 

※1971～2015年（昭和46年～平成27年）は市統計月報より。 

※2015年（平成27年）以降5年ごとの数字は社人研「日本の地域別将来人口推計（平成25年3月推計）」 
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年齢（５歳区分）・男女別人口の推移 

    団塊世代 

  団塊ジュニア 

 年齢（5歳区分）・男女別人口をグラフに表し、1980年（昭和55年）以降10年ごとのグラフを比較し

ます。 

○ 国の人口ピラミッドと同様、いわゆるつりがね型からつぼ型へと移行しつつあります。つりがね型

は、出生率、死亡率がともに低い場合にみられる型、つぼ型は、出生率が死亡率よりも低くなった

場合にみられる型と言われています。 

○ いわゆる団塊世代（第1次ベビーブーム、1949～1951年生まれ）及び団塊ジュニア（第2次ベビー

ブーム、1971～1974年生まれを指すことが多い）の人口が突出していることが特徴的です。 

図表３ 年齢(５歳区分）・男女別人口の推移（人口ピラミッド）（小田原市） 

（３） 
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合計特殊出生率の推移 

 1998年（平成10年）から2013年（平成25年）までの国県市それぞれの合計特殊出生率の推移をグラ

フに表し、最近の状況について分析します。また、1970年（昭和47年）以降の国県それぞれの合計特

殊出生率をグラフに表し、より長期的な視点に立った分析を行います。 

 ここで用いる合計特殊出生率とは１年間の出生状況に着目する「期間」合計特殊出生率であり、そ

の年における各年齢（15～49歳）の女性の出生率を合計したものです。 

○ 2005年（平成17年）以降、ほぼ横ばい、若干回復傾向です。 

○ 1970年（昭和45年）から長期的に見ると、低下していることがわかります。 

 

合
計
特
殊
出
生
率 

国県ともに2005年が最低値 

低下傾向 

（年） 
※市の値は、神奈川県衛生統計年報。国県の値は、厚生労働省人口動態調査。 

図表４－２ 合計特殊出生率の推移（１９７０～２０１３年・概ね５年ごと） 

  2005年 2013年 

市 1.20 1.24 

県 1.19 1.31 

国 1.26 1.43 

※2005年、2013年の合計特殊出生率 

（４） 

合
計
特
殊
出
生
率 

「回復傾向」と表現されることもある 

（年） 

図表４－１ 合計特殊出生率の推移（１９９８～２０１３年・毎年） 

国県市ともに2005年が最低値 

以降、2012年まで市が県を下回る 
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出生・死亡、転入・転出の推移 

（年） 

 1971年（昭和46年）に現在の市域になってから現在に至るまでの、出生・死亡、転入・転出のそれ

ぞれの動向を分析します。 

○ 出生数は減少を続ける一方で、死亡数は増加し続けています。 

○ 2005年（平成17年）以降、死亡数が出生数を上回ります。 

 2005年以降、死亡数が出生数を上回る 

図表５ 出生・死亡数、転入・転出者数の推移（小田原市） 

（５） 

※1971～2015年（昭和46年～平成27年）は市統計月報より。 

※2015年（平成27年）以降5年ごとの数字は社人研「日本の地域別将来人口推計（平成25年3月推計）」 
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総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響 

 縦軸に「出生数－死亡数」、横軸に「転入数－転出数」をとり、各年の値をプロットして、人口の

自然増減（※１）と社会増減（※２）が総人口の推移に与える影響をグラフに示します。 

○ 1971年（昭和46年）以来、社会増減に関わらず、自然増のために総人口は増加傾向にありました。 

○ 徐々に自然増の数が少なくなり、1999年（平成11年）以降は社会減を補いきれず、総人口が減少に

転じました。 

○ 2005年（平成17年）以降、自然減に転じています。 

○ 2007年（平成19年）以降は、総人口も減少に転じています。 

 

※１ 自然増減は、出生数－死亡数で求めることができます。結果が正の値であれば自然増、負の値 

  であれば自然減です。 

※２ 社会増減は、転入数－転出数で求めることができます。結果が正の値であれば社会増、負の値 

  であれば社会減です。 

1999年以降人口減の傾向 

2005年以降自然減が続く 

図表６ 総人口の推移に与えてきた自然増減と社会増減の影響（小田原市） 

（６） 

※網掛け部分に点がある場合は、自然増減及び社会増減を加味した結果として、人口減少していることを指す。 
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年齢階級別の人口移動の状況 

人口（人） 

 年齢階級別に純移動数（「転入数－転出数」：転入超過数）を算出し、転入超過は原点（０）から

上に、転出超過は下に棒グラフを作成します。 

 これにより、年齢階級別に、転入超過・転出超過の特徴を分析します。 

○ 各年、20～29歳の間に人口流出が見られます。 

○ 各年、60歳以上では、人口流入傾向が見られます。 

各年、20～29歳の間に人口流出 

60歳以上では人口流入傾向 

図表７ 年齢階級別の人口移動の状況（小田原市） 

60歳以上 

60歳以上 

60歳以上 

20～29歳 

20～29歳 

20～29歳 

（７） 
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地域ブロック別の人口移動の状況 

 各地域ブロック別に純移動数（「転入数－転出数」：転入超過数）を算出し、転入超過は原点

（０）から上に、転出超過は下に棒グラフを作成します。 

 これにより、都道府県別に、転入超過・転出超過の特徴を分析します。 

○ 中部地方からは、転入超過です。転入元は主に静岡県です。 

○ 東京圏へは、転出超過です。 

○ 2012、2013年（平成24、25年）ともに、横浜市への転出超過（2012年は139人、2013年は109人）

及び箱根町からの転入超過（2012年は115人、2013年は156人）が目立ちます。 

○ 2012年（平成24年）は、開成町、秦野市、南足柄市への転出超過（開成町へ92人、秦野市へ85

人、南足柄市へ57人）が目立ちます。2013年（平成25年）になると、開成町とは転入転出が均衡

しました。秦野市、南足柄市へは転出超過傾向が続いています。 

○ 2012、2013年（平成24、25年）ともに、東京都への転出超過（2012年は77人、2013年は157人）が

見られ、特に2013年（平成25年）が顕著です。 

人口（人） 

中部より転入超過

東京圏へは転出超過 

2012年は、開成町、秦

野市等、近隣他市町へ

の転出超過が多いこと

が特徴的 

2013年は、東京都への

転出超過が多い 

図表８ 地域ブロック別の人口移動の状況（小田原市） 

（８） 
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年齢階級別の人口移動の状況の長期的動向 （男女合算） 

 横軸を５歳階級別の年齢、縦軸を純移動数（転入数－転出数）として、各期間の年齢別の移動状況

及びその長期的動向を分析します。 

20代前半から20代後半にかけて、

著しい人口流入 

人口流入傾向は変わらず、

徐々に落ち着く 

20代前半から20代後半に

かけて、著しい人口流出 

人口流出傾向は続き、

徐々に落ち着く 

近年、50代後半以降、

人口流入の傾向 

図表９－１ 年齢階級別人口移動の推移（小田原市）（１９８０～１９９５年） 

図表９－２ 年齢階級別人口移動の推移（小田原市）（１９９５～２０１０年） 

（９） 
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年齢階級別の人口移動の状況の長期的動向 （男女別） 

 横軸を５歳階級別の年齢、縦軸を純移動数（転入数－転出数）として、各期間の男女別・年齢別の

移動状況及びその長期的動向を分析します。 

10代後半から20代前半に、

著しい人口流出 

近年、50代後半以降、

人口流入の傾向 

男性に比べ急激ではない

が、10代後半から20代後

半に人口流出が続く 

2005年から2010年の間には、 

30代以降に人口流入傾向 

図表１０－１ 年齢階級別人口移動の推移（小田原市・男性）（１９９５～２０１０年） 

図表１０－２ 年齢階級別人口移動の推移（小田原市・女性）（１９９５～２０１０年） 

（１０） 
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従業・通学状況の動向 

 市民の従業・通学地や、本市で従業・通学している者の常住地の動向を分析します。 

○ 本市に常住している従業・通学者のうち約6割が本市に従業・通学しています。 

○ 本市に常住し市外に従業・通学している者の従業・通学先は、県西、湘南、東京都が多くなって

います。 

○ 市外に常住し市内に従業・通学している者の常住地は、県西、湘南が多くなっています。 

○ 本市に常住し市外に従業・通学している者の数が、市外に常住し本市に従業・通学している者の

数より多く、2000年（平成12年）、2005年（平成17年）、2010年（平成22年）を見ると、次第に

数の差が大きくなっています。 

○ 今回調査した3か年ともに、東京都、県東、県央へは、本市に常住し市外に従業・通学している者

の数が、市外に常住し本市に従業・通学している者の数より多い一方、湘南、県西、静岡県へ

は、市外に常住し本市に従業・通学している者の数が本市に常住し市外に従業・通学している者

の数より多くなっています。 

○ 本市の常住人口の減少数より、本市に常住し従業・通学している者及び本市で従業・通学してい

る者の減少数が大きくなっています。 

（１１） 

 
市内→ 

市外（A） 

市外→ 

市内（B） 
（B）－（A） 

東京都 6,076  723  △ 5,353 

県東 5,678  2,616  △ 3,062 

県央 2,534  2,174  △ 360 

湘南 9,954  12,914  2,960 

県西 14,522  16,764  2,242 

静岡県 1,568  2,031  463 

全体 40,742 37,596 △3,146 

市内から出ていく

人が多い 

市外からやって来

る人が多い 

図表１１－１ 従業・通学状況（小田原市）（２０００年） 

（人） 
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市内→ 

市外（A） 

市外→ 

市内（B） 
（B）－（A） 

東京都 5,854  694  △ 5,160 

県東 5,200  2,623  △ 2,577 

県央 2,485  1,846  △ 639 

湘南 9,978  12,474  2,496 

県西 14,302  16,135  1,833 

静岡県 1,535  1,809  274 

全体 39,813 35,985 △3,828 

市内から出ていく

人が多い 

市外からやって来

る人が多い 

図表１１－２ 従業・通学状況（小田原市）（２００５年） 

（人） 

 
市内→ 

市外（A） 

市外→ 

市内（B） 
（B）－（A） 

東京都 6,139  661  △ 5,478 

県東 5,575  2,636  △ 2,939 

県央 2,646  1,763  △ 883 

湘南 10,541  12,025  1,485 

県西 13,871  15,023  1,152 

静岡県 1,629  1,704  75 

全体 42,616 34,122 △6,533 

市内から出ていく

人が多い 

市外からやって来

る人が多い 

図表１１－３ 従業・通学状況（小田原市）（２０１０年） 

（人） 
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通勤通学圏と、小田原市の転入・転出の状況 

 小田原市の通勤通学率10％圏とは、常住地における通勤通学者数に占める、小田原市へと通勤通学

する者の割合が10％以上の地域です。通勤通学率10％圏と、転入・転出の状況を照らし合わせ分析し

ます。 

○ 県内の通勤通学率10％圏内からは、110人が転入超過しています。横浜市へ109人の転出超過、箱

根町より156人の転入超過があることが特徴的です。 

○ 県内の通勤通学率10％圏外へは181人、県外の東京圏へは209人が転出超過しています。 

○ 東京都に対しては157人が転出超過しており、20～34歳に限ると215人が転出超過しており、若年

層の都市部への流出が顕著です。 

○ そのほかの転入超過数252人のうち、133人（うち、63人が20～34歳）は静岡県からの転入超過で

す。 

図表１２ 通勤通学圏と、小田原市の転入・転出の状況（２０１３年） 

（人） 

（１２） 



 

16 

 

将来人口の推計 

 ５ 小田原市の将来人口の推計 

 2010年（平成22年）国勢調査を基本とした、2013年（平成25年）3月発表の社人研の数値を用い、将

来人口を推計します。（以下、社人研モデルと表記） 

 また、2013年（平成25年）の合計特殊出生率が、国は1.43である一方、市は1.24と、市は国よりも

0.19ポイント低いことを考慮し、国がまち・ひと・しごと創生長期ビジョンの中で行っているシミュ

レーションで合計特殊出生率を2020年（平成32年）1.60、2030年（平成42年）1.8、2040年（平成52

年）以降2.07としているものより、0.19ポイント低い値に置き換えて推計（以下、パターン１と表

記）を行います。 

 さらに、合計特殊出生率をパターン１と同様とし、0～49歳において社会増減の値が正の方向に動

いた結果、市全体として社会増減が均衡すると仮定した推計（以下、パターン２と表記）を行いま

す。 

図表１３－１ 総人口の推移（社人研モデル） 

 総人口 198,333人 

36.9％ 

 2040年総人口 158,299人 

 （対2010年比 40,034人減） 

12.8％ 

63.7％ 

23.5％ 

53.5％ 

9.6％ 

（１） 

人口（人） 
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図表１３－２ 総人口の推移（パターン１） 

 総人口 198,333人 

 2040年総人口 163,758人 

 （対2010年比 34,575人減） 

 （対2040年社人研モデル比   

  5,459人増） 

12.8％ 

63.7％ 

23.5％ 

35.7％ 

51.9％ 

12.4％ 

 総人口 198,333人 

12.8％ 

63.7％ 

23.5％ 

35.5％ 

52.1％ 

12.4％ 

図表１３－３ 総人口の推移（パターン２） 

 2040年総人口 164,598人 

 （対2010年比 33,735人減） 

 （対2040年社人研モデル比   

  6,299人増） 

人口（人） 

人口（人） 
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 ６ 人口の現状分析を踏まえた将来の方向性  

人口の現状分析に係る考察と基本的な考え方  

① 現状分析の考察 

 ○ 社人研の推計をベースとした４ページ 図表２によれば、本市において は、出生数の大幅な改

善が見られない限り年少人口及び生産年齢人口を中心に人口が減少し、高齢化率が高まる傾向

にあります。 

 ○ ９ページ 図表７より、人口移動において近年、流出超過にあるのは主として２０代～３０代

前半であり、逆に流入超過に関しては６０代以上が大勢を占めている。子どもを産み育てる世

代の流出は出生数の減少にも繋がり、人口減少及び少子高齢化の進展に拍車をかける可能性が

あります。 

 ○ １０ページ 図表８より、人口移動において近年、東京都や横浜市等神奈川県東部の大都市へ

の人口流出が見られます。 

 ○ １３、１４ページ 図表１１より、常住地と通勤・通学地の関係性を見ると、東京都、県東、

県央に関しては、市外に常住しながら小田原市へと通勤・通学している者よりも、小田原市に

常住しながら市外へと通勤・通学している者が多くなっています。 

 ○ １５ページ 図表１２より、通勤通学圏と転入・転出の状況は、一定の相関関係が見られる。

前項と合わせると、東京都、県東には、市内から市外への人口流出が見られ、かつ、小田原市

に常住しながら市外へと通勤・通学している者が多くなっています。 

② 基本的な考え方 

  前述の考察を受け、人口減少・少子高齢化問題への対応に関する基本的な考え方として、次に述

べるまちの姿を実現することが必要であると考えます。 

 

「超高齢社会への対応を的確に図りつつ、若い世代が集い、留まることを目指し

て、希望する職に就くことができ、子どもを産み育てやすい環境が整い、住み続

けることに魅力を感じるまち」 

（１） 

将来の方向性 （２） 

 基本的な考え方を実現する政策の方向性として以下４つを掲げます。 

① 安定した雇用を創出する 

 官民連携のもと、新たな雇用が生み出されるのみならず、雇用の質が高まることを目指します。 

② 魅力を発信し、人の流れをつくる 

 本市の魅力を発信することにより、市外から本市への人の流れが生まれることを目指します。  

③ 子どもを産み育てやすい環境をつくる 

 子どもを産み育てる世代の出産に関する希望が叶えられるよう、出産から育児まで切れ目のない支援

の体制づくりに努めます。  

④ 活力にあふれ、住み続けたくなるまちをつくる 

 小田原に住むことに魅力を感じ、愛着を持つことができる活力にあふれたコンパクトなまちづくりを

目指します。 
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（３） 人口の将来展望 

 これまでの調査・分析を受け、ここでは、人口の将来展望を示します。 

① パターン別の人口推計 

○ 図表１５－１は、１６、１７ページで推計に用いた、社人研モデル、パターン１、パターン２を

重ねあわせたものです。各モデル、パターンにおける仮定は以下のとおりです。 

 ・社人研モデルとは、2010年（平成22年）国勢調査を基本とした、2013年（平成25年）3月発表の

社人研の数値を用い、将来人口を推計したものです。 

 ・パターン１とは、2013年（平成25年）の合計特殊出生率が、国は1.43である一方、市は1.24と、

市は国よりも0.19ポイント低いことを考慮し、国がまち・ひと・しごと創生長期ビジョンの中で

行っているシミュレーションで合計特殊出生率を2020年（平成32年）1.60、2030年（平成42年）

1.8、2040年（平成52年）以降2.07としているものより、0.19ポイント低い値に置き換えてシミュ

レーションしたものです。 

 ・パターン２とは、合計特殊出生率をパターン１と同様とし、0～49歳において社会増減の値が正

の方向に動いた結果、市全体として社会増減が均衡すると仮定してシミュレーションしたもので

す。 

○ 社人研モデルとパターン２の人口を比較すると、2040年（平成52年）時点でパターン２の方が年

少人口が5,322人多く、総人口についても6,299人多くなっています。また、年齢別割合について

は、パターン２については社人研モデルに比べて年少人口の割合は高く、老年人口割合は低くなっ

ています。 

○ パターン１とパターン２の人口を比較すると、人口の社会減が解消されることにより、パターン

２の方が総人口は840人多くなっています。 

 

② 本市における人口の将来展望 

 人口の自然増減については、教育費のあり方やワークライフバランスなど国策による影響を大きく

受けることから、国が2040年（平成52年）時点における合計特殊出生率の目標として掲げる2.07が達

成されるとの前提を置いた上で、本市と全国平均との差（0.19／2013年時点）を勘案したものを与件

とします。 

 一方、人口の社会増減については、まちの魅力に左右されるものであることから、本市では、前述

の与件に加え、0～49歳において社会増減の値が正の方向に動いた結果、市全体として社会増減が均

衡する状態（社会減の解消）を目指すこととし、これを本市における人口の将来展望とします（パ

ターン２）。 
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  社人研モデル（A) パターン１ パターン２（Ｂ） （B)-（A) 

0～14歳 

（年少人口） 
          9.6          12.4          12.4           2.8 

15～64歳 

（生産年齢人口） 
         53.5          51.9          52.1         △1.4 

65歳以上 

（老年人口） 
         36.9          35.7          35.5         △1.4 

図表１５－３ ２０４０年時 人口シミュレーション 年齢別割合（社人研モデル、パターン１、パターン２比較） 

  社人研モデル（A） パターン１ パターン２（Ｂ） （B）-（A） 

0～14歳 

（年少人口） 
15,129 20,255 20,451 5,322 

15～64歳 

（生産年齢人口） 
84,705 85,039 85,679 974 

65歳以上 

（老年人口） 
58,465 58,465 58,468 3 

総人口 158,299 163,758 164,598 6,299 

図表１５－２ ２０４０年時 人口シミュレーション 人口（社人研モデル、パターン１、パターン２比較） 

※端数処理の都合上、各年代の人口の総計と、総人口が一致しない場合があります。 

（人） 

（％） 

 総人口 198,333人 

図表１５－１ 人口シミュレーション（社人研モデル、パターン１、パターン２比較） 

人口（人） 




